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活動一覧
 国際家族計画連盟 (IPPF) 

2013年の主要実績
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サービス提供活動の成果* 地域レベルの政策提言活動の
成功例 

「ICPD Beyond 2014（国際人口開発会議か
ら 20年：2014年以降の展望）」のレビュー
の一環として、IPPFは、2015年からの
開発課題に関する、地域レベルの政府間
の宣言に、市民社会が参画し影響を与え
るよう呼びかけました。

各地域における人口会議宣言のハイライト：

アフリカ地域

アフリカにおける 2015年以
降の人口の優先問題と具体
的な行動を定める 88の公約

88 
のアフリカ地域
での公約

アラブ・ワールド地域

女性性器切除、子ども婚や
強制婚、及びジェンダーに基
づく暴力の根絶を要求

米州及びカリブ海地域

セクシュアル・ライツに関する
定義を政府間で初めて同意

欧州地域

女性や少女のリプロダクティ
ブ・ライツを侵害する慣習（リ
プロダクティブサービスを受
けるには親か配偶者の同意
を必要とするなど）の廃止を
要求

アジア太平洋地域

人工妊娠中絶を刑事罰の対
象とする法律の見直しと廃止
を要求

IPPFとは？
IPPFは、地球規模でのサービス提供と、
世界のすべての人々のセクシュアル／リプ
ロダクティブ・ヘルス／ライツの主要な政
策提言を行っています。私たちはコミュ
ニティと個人のために、また、コミュニティ
と個人と共に活動する国レベルの組織が
繰り広げる世界的運動です。

 1億3,660万件
のセクシュアル／リプロダク
ティブ・ヘルス関連サービス
を提供しました

何百万人
ものボランティア

87%
の加盟協会が、職場におけ
るHIV陽性者の差別を禁止
する方針を定めています

85%
の拠出金が人間開発の低・
中位国で使われています

500万件
の意図しない妊娠を防ぎま
した†

58万件
の安全でない人工妊娠中絶
を防ぎました†

97件
の政策・法律をセクシュア
ル／リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツをより促進する
よう改正しました

3万3,000人 
以上
のスタッフ

85%
の加盟協会でその理事会
メンバーの少なくとも1人
は青少年です

69%
の加盟協会でそのスタッフ
の少なくとも1人は、25歳
未満の青少年です

の加盟団体及び 
連携パートナー団体

* 本資料では四捨五入した数値を表示しているため、合計が 100%にならない場合があります。また％が絶対数値を正確に反映していない場合があります。
 † 意図しない妊娠と安全でない人工妊娠中絶を防いだ数は、マリー・ストープス・インターナショナルの「インパクト 2モデル」を用いて算出した。
 ‡ CYPとは、カップルに対する避妊法の年間総供給量のこと。 

IPPFとその加盟協会の活動支援のための募金にご協力いただける場合は、IPPF
のホームページ www.ippf.orgからお願いします。または、IPPF本部（英国ロン
ドン）までご連絡をいただきますようお願いします。
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IPPFサービス 
利用者の 

8割 
は貧困層や 
社会的弱者です

6,010万人
が IPPFの提供
するサービス
を受けました

青少年 性的に多様な 
グループ

男性と性交する 
男性

ジェンダーに 
基づく暴力を 
くぐりぬけた人々

障がいを 
持つ人々

貧しい人々 セックスワーカーHIVと共に 
生きる人々

被災者・ 
避難民

17% 
経口避妊薬

11% 
コンドーム

13% 
注射式
避妊法

3% 
その他の
避妊法

17% 
自由意思による外科手術避妊法  
（精管結紮と卵管結紮手術）

28% 
子宮内避妊具 

(IUDs)

12% 
埋込み式
避妊法

56%
の CYPが長期的・恒久
的に有効な避妊法です

44%
のCYPが短期的に
有効な避妊法です
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5,990万件
の避妊サービス 
を提供しました

7,680万件 
の避妊関連以外の 
サービスを提供しました

1億 
3,660万件
のセクシュアル／ 

リプロダクティブ・ヘルス 
関連サービスを 
提供しました

1億 6,400万個 
のコンドームを配布しました

提供するサービスの 

48％ 
が 25歳未満の青少年を
対象としたものです

670万件 
特殊カウンセリング

300万件 
人工妊娠中絶 
関連

70万件 
不妊症 
関連

610万件 
セクシュアル／ 
リプロダクティ
ブ・ヘルス関連
医療サービス

 1,730万件 
婦人科関連

2,480万件 
HIV関連 
 （性感染症を含む）

60万件 
泌尿器科 
関連

1,770万件 
母子保健関連
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サービス提供拠点の所在地

41％ 
都市部

59% 
郊外及び農村部

提供するサービスの
5割以上
は地域に根ざした家族計画
推進員を通じたものです。

6万277ヵ所 
のサービス提供拠点

 1,210万件
のCYP（カップ
ルに対する避
妊法の年間総
供給量）を提
供しました。‡

500万件 
の意図しない 
妊娠を防ぎま 
した†

58万件 
の安全でない
人工妊娠中絶
を防ぎました†

ジェンダー
の平等

子どもの
死亡率

妊産婦
の健康

HIVと 
エイズ
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IPPFの活動は、4つのMDGsの達成に貢献しています :

選ぶこと、そこから広がる可能性



IPPFアフガニスタン
（AFGA）

国家承認避妊薬（具）特別リス
トに皮下埋没法が新たに含ま
れ、アフガニスタンの女性に
初めて提供されるようになり
ました。アフガニスタンの加
盟協会はこの実現のために公
衆衛生省の国家医薬品委員会
と協働し、現在は皮下埋没法
を正式に提供する 2機関のひ
とつとして認可されています。

IPPFハイチ 
（PROFAMIL）

ハイチの加盟協会による政策
提言と技術支援を受け、ハイ
チ政府は刑法を改正し、いく
つかの条件において人工妊娠
中絶を非犯罪化することを定
めました。これにより、胎児
の発育不全や発達異常を理由
とする人工妊娠中絶が合法化
されました（それまでは女性
の命を守ることが目的の場合
にのみ、合法でした）。

IPPFセーシェル
（ASFF）

セーシェルの連携パートナー
団体である ASFFは、2001年の
HIVとエイズに関する国家政策
の改定において技術的支援を
行いました。改定版ではセッ
クスワーカー、男性と性交す
る男性、薬物注射使用者を対
象とした予防・支援活動が盛
り込まれています。

IPPFトンガ 
（TFHA）

トンガ政府は国家青少年戦略
を改正し、青少年のセクシュア
ル／リプロダクティブ・ヘル
スに関する具体的目標を設定
しました。トンガの加盟協会
は青少年のセクシュアル／リ
プロダクティブ・ヘルスのニー
ズに関する技術的助言を行い、
これらのニーズを国家青年戦
略に含めるよう政策提言しま
した。

IPPFプエルトリコ
（PROFAMILIA）

プエルトリコ政府は、性的指
向やジェンダー・アイデンティ
ティに基づく職場における差
別を禁止する法律を制定しま
した。プエルトリコの加盟協
会のボランティアと職員は政
治家や他組織との協力、公聴
会への参加、メディアへの働
きかけを通じて、同法の成立
を後押ししました。

IPPFコンゴ民主共和国
（ABEF-ND） 

コンゴ民主共和国の加盟協会
が国内の組織やネットワーク
と共に政府に働きかけた結果、
同国の政府予算に避妊薬（具）
の購入費が初めて含まれるこ
とになりました。それまでコ
ンゴ民主共和国の避妊薬（具）
の調達は、完全にドナーによ
る支援に依存していました。

IPPFスーダン
（SFPA） 

スーダンの加盟協会は地域の
指導者、政策決定者、国会議
員と協力して、女性性器切除
から少女を守るための子ども
の権利に関する法律の制定の
重要性について議論を推進し
ました。この結果、社会問題
省は省令を発布し、3州で同法
が施行されました。

政策提言活動の国別 
成功例 2005–13年

IPPFルーマニア 
（SECS）

ルーマニアの加盟協会は、17
の団体と協力し、人工妊娠中
絶前に「緊急妊娠カウンセリ
ング」を受講し 5日間の待機
期間をおくことを義務化する
法案成立を阻止しました。こ
の法案が通れば、人工妊娠中
絶が許可される前に「生命は
受胎時から始まる」と記され
た文書への署名が義務づけら
れるところでした ｡

IPPFブータン 
（RENEW）

ブータンの加盟協会はブータ
ンのドメスティック・バイオレ
ンス（DV）法案の草案作成に
協力し、草案作成段階での改定
に向けた政策提言を続けまし
た。国会議員と定期的に会合
を持ち、DVを犯罪とし、加害
者処罰の法的根拠を明確にす
る法律の施行を支援しました。

IPPFキルギス 
（RHAK）

キルギスの加盟協会は政府と
協力し、婦人科医を対象とし
た、青少年が親しみ易い情報
やサービスを提供するための
研修計画を策定しました。こ
の結果、保健省は、青少年に
サービスを提供するすべての
婦人科医がこの研修を受ける
よう義務づける法律を制定し
ました。

政策提言活動のテーマ
別成功例 (2013年 )
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改正された政策・法律件数

1 2 3

政策や法律が改正された年

IPPFの活動地域

アフリカ地域

アラブ・ワールド地域

東・東南アジア・大洋州地域

欧州地域

南アジア地域

西半球地域

2005–2012年 2013年

IPPFの政策提言活動によって、より多くの人々がサービスを受けられるようになり、セクシュアル・ライツとジェ
ンダーの平等を促進し、社会的汚名や差別を減らすことにつながる環境づくりをしています。加盟協会は、
セクシュアル／リプロダクティブ・ヘルス／ライツを促進するよう政策や法律の改正をはたらきかけ、改悪に
反対することによって世界の何百万人もの人々の生活に大きな違いを生み出しています。

142の加盟協会が
 

セクシュアル／リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツを促進する、もしくは守る 

653件 
の政策と法律の改正 
に貢献しました

66の加盟協会が、
 

セクシュアル／リプロダクティブ・ヘル 
ス／ライツを支持もしくは擁護する

97件 
の政策と法律の改正 
に貢献しました 
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安全で合法の 
人工妊娠中絶 
へのアクセス

青少年への 
教育とサービス

セクシュアル／ 
リプロダクティブ・ 
ライツの推進

避妊薬（具） 
へのアクセス

ジェンダーに 
基づく暴力の 
予防

避妊薬（具）を含む
セクシュアル／リプ
ロダクティブ・ヘルス
への国家予算配分

HIVと共に生きる 
人々向けの支援

社会的弱者向け 
のセクシュアル／ 
リプロダクティブ・ 
ヘルス／ライツ

凡例


